
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２６年度 事業概要】 

弘前市教育委員会 
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施策２　教育課題の解決を目指す研究活動の推進

施策１　安全・安心な学びの環境の整備

目標１　豊かな心と健やかな体の育成

社会を生き抜き、未来をつくる弘前っ子の育成施策の基本方向Ⅰ

施策の基本方向Ⅱ

目標２　確かな学力の定着と向上

目標３　夢を抱き未来をひらく青少年の育成

目標１　連携・協働による学びの保障

目標２　教員の資質の向上

学びと育ちの環境の充実

目標３　良好な教育環境の確保

施策１　生きる力を育む地域活動の支援

施策２　豊かな情操と夢を育む事業の展開

施策１　学校・家庭・地域が共に支える環境づくり

施策２　共生社会に向けた教育基盤の確立

施策１　指導力を高め、自己目標を実現する教員の育成

施策１　豊かな心を育成する教育活動の充実

施策２　健やかな体を育成する教育活動の充実

施策１　よくわかる授業づくりの推進

施策２　学力の向上に向けた取組の推進

施策３　時代に対応する教育の推進

施策２　学習意欲を引き出す学びの環境の確保

施策３　就学等の支援

施策１　生涯学習推進体制の充実

施策２　社会教育施設等の整備と効果的な運営

施策１　生涯学習社会を目指す多様な学習機会の創出と提供

目標１　生涯学習の基盤整備と充実

目標２　学習機会の充実とコミュニティづくりの推進

学び合い支え合う生涯学習活動の推進施策の基本方向Ⅲ

施策３　地域に根ざした文化遺産の保存と伝承

※【計画】は、弘前市経営計画の計画事業、【計画・重点】は、重点プロジェクト事業。

※※　掲載事業は、平成26年6月30日現在のもの。

施策２　市民の自主的な学習活動の支援と協働によるコミュニティづくり

施策１　文化財の保存と管理

施策２　文化財の整備の推進

施策１　文化財情報の公開・発信の充実

施策２　文化財を活用した学習等の充実

目標１　文化財の保存と整備

目標２　文化財の公開活用と伝承

郷土弘前を愛し、自然や歴史・文化財を守る心の醸成施策の基本方向Ⅳ



施策の基本方向Ⅰ　社会を生き抜き、未来をつくる弘前っ子の育成
目標１　豊かな心と健やかな体の育成　

【関係事業】

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 命の尊さ教育事業【計画】 教育センター 599

2 道徳教育研修講座【計画】 教育センター 127

3 心の教室相談員配置事業【計画】 学校指導課 8,456

4 フレンドシップルーム【計画】 教育センター 12,003

5 「子どもの笑顔を広げる弘前市民条例」啓発事業【計画】 学校指導課 1,480

6 学級経営講座 教育センター 21

7 スクールカウンセラー配置事業 学校指導課 －

施策１　豊かな心を育成する教育活動の充実

【主な取組】

◆命を大切にする心や倫理観などを育む教育の推進と研修の充実を図ります。

◆自尊感情を育み、互いに認め合い支え合う人間関係を築く取組を推進します。

◆芸術に親しむ心情や態度を育むための教育の推進と研修の充実を図ります。

　「子どもの笑顔を広げる弘前市民条例」を広く市民に周知するために「あいさつ運動・ことばをかけて見
守る運動」など、地域みんなで取り組む活動の展開や、フォーラムを開催

《概要》

　学校生活の基盤となる学級をどの子にとっても安心していられる学びの場にしていくことについて、講義
や演習、実践例を交えた具体的な手立て等の研修を行う取組を実施

《概要》

《概要》

　学校教育における性教育の望ましい在り方について講義や授業研究を通じて研修し、性教育の充実を図る
取組を実施

《概要》

　学校教育全体を通しておこなわれなければならない道徳教育において、今日的な課題、指導法、教材研究
等について、講義と演習を交えた研修を行い、本市の教職員の資質向上を図る取組を実施

《概要》

　主に生徒に対する教育相談や学校のいじめに関する取組に携わる「心の教室相談員」を全市立中学校及び
必要が認められる小学校に配置

《概要》

　市内小・中学校に在籍し、集団生活に困難を感じている、又は不登校傾向にある児童生徒について、集団
生活への復帰に向けた支援を行う取組を実施

《概要》

◆人権について正しい知識と理解を深め、日常生活の中で具体的な態度や行動に現れる人権を大切にする心を
　育成します。

◆幼稚園教員の資質向上のための支援に努めます。

◆教員の生徒指導に関する指導力の向上を図るための研修等に取り組みます。

◆保護者、学校（園）、地域及び関係機関と連携・協働し、問題行動について未然防止・対応に努めます。

◆不登校傾向を示す子ども及びその保護者並びに教職員に対し、相談・支援を行います。

◆「子どもの笑顔を広げる弘前市民条例」の啓発活動を通じて、いじめや虐待のない笑顔広がるまちづくりの
　ため、市民と一体となった取組を推進します。

　県教育委員会が小・中学校における教育相談体制の充実や教員の資質向上を図るため、市立小学校５校、
中学校10校にスクールカウンセラーを配置及び派遣
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8
弘前地区小学校生徒指導連絡協議会補助金、弘前地区中学校生徒指導連絡協議会
補助金

学校指導課 100

9 生徒指導支援事業 学校指導課 1,632

10 情報モラル等啓発事業 学校指導課 322

11 「子ども悩み相談」事業 教育センター 178

12 弘前私立幼稚園連合会研修事業費補助金 学校指導課 300

13 不登校に関する事例研修会 教育センター 20

14 チャレンジ自然ふれあい体験学習事業 教育センター 263

15 造形教育調査研究事業（再掲）　《概要はⅡ-2-1に掲載》 学校指導課 134

16 造形教育調査研究委員会（再掲）　《概要はⅡ-2-2に掲載》 教育センター 52

　ネットを介したトラブルの防止や早期発見・対応を図るため、ネットパトロールを実施するほか、担当者
会議を開催

《概要》

　いじめや不登校、学習に関することや人間関係などについて、悩む児童生徒に対して健全な成長と問題の
早期解決を図るために、電話での相談窓口を開設。また、「子ども悩み相談電話」についてのカードやリー
フレット等を作成し、児童生徒や保護者に周知を図る取組を実施

《概要》

《概要》

《概要》

　小・中学校の生徒指導面に関わる諸問題の早期解決を目指して、教員経験者やカウンセラーの資格等を有
する人材を雇用し、学校での教育活動全般を支援するとともに、ネットパトロールを実施

《概要》

《概要》

　不登校児童生徒の保護者、教員や心の教室相談員等の、不登校児童生徒への対応について、講師による対
応事例に基づく事例研修会を実施

《概要》

　学校生活（集団生活）への適応に困難を感じている、又は不登校傾向にある児童生徒に対して、人と関わ
る喜びを感じさせるように、軽スポーツや炊事遠足等の体験学習を行う取組を実施

　弘前私立幼稚園連合会が実施する研修事業に要する経費に対し補助

　小・中学校教員の生徒指導研究及び充実のための組織活動に要する経費に対し補助
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No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 健康教育講座推進事業【計画・重点】 学務健康課 673

2 学校給食野菜摂取率アップ運動【計画・重点】 学務健康課 108

3 アレルギー対応食提供事業【計画】 学務健康課 1,938

4 食育サポート事業【計画・重点】 学務健康課 140

5
小学校スポーツテスト調査研究、中学校スポーツテスト調査研究
（新体力テストの集計・分析・活用）【計画】

学校指導課 111

6 地域スポーツアシスタント事業【計画】 学校指導課 1,034

7 学校給食賄材料地元産品利用促進事業 学務健康課 －

8 学校体育関係各種研修会 学校指導課 26

9 弘前地区中学校体育大会運営事業補助金 学校指導課 715

《概要》

　学校体育における衛生管理や安全指導等、指導力向上のための研修を実施

《概要》

　弘前地区中学校体育連盟が主催する弘前地区中学校体育大会運営事業に要する経費を補助

《概要》

　市内小学校を対象に喫煙・飲酒防止に関する講座、中学校を対象に性に関する講座を実施

【主な取組】

施策２　健やかな体を育成する教育活動の充実

【関係事業】

◆子どもの実態を把握し、食育や保健教育などの健康教育を推進します。

◆子どもが自らを守るための取組など安全教育の充実に努めます。

◆学校給食へ地元産品を活用します。

◆体力・運動能力等調査の実施及び体力向上の取組を推進します。

◆学校のスポーツ、運動部活動に指導者を派遣するなど学校運動部活等の支援に努め、スポーツ活動の充実を
　図ります。

◆中学生の県、東北及び全国大会等出場への支援に取り組みます。

《概要》

　栄養教諭及び栄養士が、献立作成時に野菜の調理方法を工夫するとともに、指導教材などを用いて児童生
徒が野菜について学ぶ食の指導を実施

《概要》

　食物アレルギーのある児童生徒にアレルギーに応じた代替食を提供

《概要》

　平成25年度に実施した食育アンケートの結果を踏まえ、中学生を対象とした食育講演会を実施

《概要》

　学校体育の指導資料とするため、小・中学校におけるスポーツテストの集計調査研究委託を実施

《概要》

　小・中学校の運動部活動に対する外部指導者の派遣

《概要》

　納入業者等と連携を図り、供給時期、数量等について、情報を交換しながら、学校給食への地元産品利用
を促進する
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10 青森県、東北及び全国中学校体育大会派遣事業補助 学校指導課 9,858

11 中学校体育指導強化事業補助金 学校指導課 1,830

12 小学校連合体育大会補助金 学校指導課 2,775

13 青森県中学校体育大会夏季大会運営事業補助（平成２８年度予定） 学校指導課 －

14 弘前教育活性化プロジェクト（食に関する教育調査研究事業） 学務健康課 800

　弘前市小学校体育研究会が主催する小学校連合体育大会に要する経費を補助

《概要》

　青森県中学校体育大会夏季大会運営事業に要する経費を補助

《概要》

　脳を活性化させやる気や集中力を高めるために、効果的な栄養素を含む食材を活用した給食献立の研究開
発を委託

《概要》

　青森県、東北及び全国中学校体育大系派遣事業に要する経費を補助

《概要》

　弘前地区中学校長会が実施する中学校体育指導強化事業に要する経費を補助

《概要》
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目標２　確かな学力の定着と向上
施策１　よくわかる授業づくりの推進

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 計画訪問【計画】 学校指導課 46

2 弘前教育活性化プロジェクト（授業づくりワークショップ）【計画】 教育センター 114

3 ＩＣＴ活用教育の推進に関する調査研究事業【計画】 学校教育改革室 426

4 要請訪問 教育センター 200

5 社会科副読本「わたしたちの弘前」作成事業 教育センター 1,290

6 ＩＣＴ支援員派遣事業 学務健康課 1,550

7 ＩＣＴ活用による小・中連携推進事業 学務健康課 540

8 ＩＣＴ活用教育研究事業 教育センター 82

9 校内研修講師派遣事業（再掲）　《概要はⅠ-2-1に掲載》 学校指導課 150

《概要》

　教育課程、学習指導や生徒指導など学校教育指導について学校と連携して一層の充実を図るため、計画的
または必要に応じて市立幼・小・中学校（園）を訪問

《概要》

　教師の授業力向上のために、市立小・中学校の全教員（校長、教頭は除く）を対象に、グループで共同的
に問題を見つけ解決するワークショップ形式の研修を行う取組を実施

◆よくわかる授業づくりを推進するための指導や助言を行います。

◆「学習指導の手引」等の指導資料を作成し、授業力向上のための活用を推進します。

◆社会科副読本「わたしたちの弘前」を作成し、地域学習の充実に生かします。

◆全教員を対象に授業づくりの研修を実施し、授業の充実を図ります。

◆ＩＣＴ機器活用教育の研究・講座等を実施し、授業の中でのＩＣＴの活用を推進します。

【関係事業】

【主な取組】

《概要》

　主に、小学校３・４年生の社会科で行うことになっている地域学習において活用する副読本を作成し、市
内の小学校３年生全員に配布

《概要》

 学校に配置しているパソコン等のＩＣＴ機器のトラブル等への対応のため、学校ＩＣＴ支援員を派遣

《概要》

　中学校区内の小中学校の連携を強めるために、テレビ会議システムを活用して、交流事業や合同授業を実
施

《概要》

　学校におけるＩＣＴを活用した教育について研究し、校務の情報化や授業の改善に資するために、市立小
中学校教員をもって研究委員会を組織し、ＩＣＴ活用教育推進に係る調査研究、実践資料を作成、配布し教
員の資質向上を図る取組を実施

《概要》

　先進地を視察し、校内無線ＬＡＮ環境やタブレット端末の整備導入、また授業での活用方法など当市にお
けるＩＣＴ活用教育の方向性を検討

《概要》

　学校及び研究会の要請により、指導主事が学校訪問し、課題の解明や校内研修の在り方、授業改善等につ
いて指導助言することで授業力の向上、児童生徒の学力向上を図る取組を実施

5



施策２　学力の向上に向けた取組の推進

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 弘前教育活性化プロジェクト（ベーシックコース）【計画・重点】 学校教育改革室 323

2 弘前教育活性化プロジェクト（教育活性化検討会議）【計画】 学校教育改革室 284

3 学力向上対策事業（標準学力検査・知能検査）【計画・重点】 学校指導課 10,994

4 指導主事研修 学校指導課 392

5 小学校少人数学級拡充事業（再掲）　《概要はⅡ-3-2に掲載》 学務健康課 52,873

《概要》

　学校がかかえる問題に適切に対応し、学校教育指導の資的向上を図るため、県内外の研修会や管内教育委
員会の指導主事関係職員を対象とした研修会に参加

◆地域住民や大学生など多くの市民の関わりにより、子どもたちの夢探しと自律的な学びを支えます。

【主な取組】

《概要》

　子どもたちの自律的な学びを引き出し、支えるために、学校や家庭での学習を補える場として「Bi・Biっ
とスペース」を設置

《概要》

　教育の更なる向上と活力のある学校づくりのために、先進的に取り組んでいる県内市町村の教育委員会職
員との合同で検討会を開催

《概要》

　子どもの学力の現状を把握し、学習指導上の課題と改善の方向性を示し、各学校が指導の改善に活用でき
るようにするとともに、学力向上にむけた校内体制づくりや指導の工夫を推進

【関係事業】

◆学力検査等を実施し、その結果の分析、活用を通した指導改善を行います。

◆学力向上に向けた各学校の取組を支援するとともに、研修の充実を図ります。
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施策３　時代に対応する教育の推進

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 小学校外国語活動モデル校研究事業【計画】 学校指導課 14,878

2 中学生国際交流学習事業【計画】 学校指導課 5,710

3 弘前市英語教育研究事業【計画】 学校指導課 －

4 外国語指導助手活用事業【計画】 学校指導課 19,079

5 わくわく科学実験事業【計画】 教育センター 157

6 キャリア教育推進事業【計画】 学校指導課 12

7 外国語活動支援員派遣事業 学校指導課 6,836

8 理科観察実験支援事業 教育センター 2,090

　外国語指導助手（ＡＬＴ）が、小・中学校等における外国語活動及び英語授業のサポート等を実施

《概要》

　理科の授業における実験技術や指導法について卓越した講師を小学校に派遣し、授業における観察・実験
活動を中心に授業を行うことで教員の資質向上を図りながら、児童の理科の学習への興味・関心を高める取
組を実施

《概要》

　小・中学生が自己の生き方を考え、社会的・職業的自立に必要な基盤となる資質、能力、態度の育成に努
めるキャリア教育の在り方について講義・講話及び事例発表を基に研修を深めキャリア教育の推進を図る取
組を実施

《概要》

　小学校の外国語活動を円滑に進めるため、各校からの要望に応じて外国語活動支援員を派遣

《概要》

　理数教育推進の一環として、小・中学校における理科の観察実験活動の充実を一層重視し、観察実験の準
備や環境整備等を行う補助員として理科観察実験支援員を配置する取組を実施

《概要》

　小学校モデル校（5校）の5・6年生における全外国語活動時間に、外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣し、
その研究成果を公開授業及び研究紀要にて発表

《概要》

　中学生を海外に派遣し、現地の生徒との交流会やホームステイなどの国際交流学習を実施（派遣人数：10
人）

《概要》

　英語教育改革への対応や英語教員の指導力向上のため、先進校の視察や実践研究を行い、提言作成会議を
実施

《概要》

◆科学技術の基盤となる理数教育の充実を図ります。

【関係事業】

◆郷土の伝統文化や産業など、地域の特色を生かした教育を推進します。

◆発達の段階に応じたキャリア教育を推進します。

◆学校運営や教育課程に関する新しい情報を捉えて提供し、学校経営に生かします。

◆「弘前子ども議会」における話合い活動を通し、次代を担う人材としての意識向上を図ります。

◆外国語活動を通して積極的にコミュニケーションを図ろうとする子どもの育成に努めます。

【主な取組】

7



9 弘前市少年少女発明クラブ事業費補助金 学校指導課 100

10 学校運営要項作成 学校指導課 125

11 全国小・中学校教育の動向調査研究委託 学校指導課 140

12 プラネタリウム学習投影 教育センター 19

13 弘前子ども議会 教育センター 93

　市内小・中学校の児童生徒が夢をもって未来を描き、その思いを各校の代表者が持ち寄り弘前市議会議場
で話合いを行うことを通じて、次代を担う人材を育成する取組を実施

《概要》

　市内小・中学校児童生徒に、科学に親しみ学ぶことができる体験的活動の場を提供し、科学的思想に基づ
く創造的能力の育成と豊かな人間形成を目指すための学習会、各種発明展等への応募やコンテストに参加す
る取組を実施

《概要》

　各学校・園、関係機関の指導資料等とすることを目的に、幼・小・中学校（園）の教員目標、経営の主点
及び特色等を集録した冊子を作成し、各学校・園、関係機関等へ配布

《概要》

　本市学校教育の振興に資するため、県外研究先進校や研究大会等への参加を通して国の教育行政の動向や
全国の先進的研究事例などの調査を行い、成果を印刷物として各校に配布

《概要》

　園児や児童生徒の学習への興味・関心を高めるため、学校（園）で指導が困難な理科の天体の学習につい
て、プラネタリウムを活用した活動を行う取組を実施

《概要》
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目標３　夢を抱き未来をひらく青少年の育成
施策１　生きる力を育む地域活動の支援

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 子ども会活動推進事業【計画】 生涯学習課 300

2 子ども会リーダー養成事業【計画】 生涯学習課 746

3 弘前市子どもの祭典（実行委員会）支援事業【計画】 生涯学習課 －

4 弘前市少年教育指導員派遣事業【計画】 生涯学習課 874

5 弘前市ボーイスカウト弘前地区協議会事業費補助金 生涯学習課 －

6 弘前市ガールスカウト弘前地区委員会事業費補助金 生涯学習課 100

7 弘前市相馬子ども会育成協議会事業費補助金 生涯学習課 200

8 弘前市子どもの祭典共催負担金 生涯学習課 1,000

9 新春子ども会親切カルタ大会運営支援 生涯学習課 －

《概要》

　地域での青少年を育成する仕組みづくりを進めるため、地域住民が行う子ども会活動の活性化に資する事
業に対し補助する。

【関係事業】

（中央公民館）

（中央公民館）

《概要》

　市内の小中学生、高校生を対象に、異なる年代の子ども達との交流や子ども会活動の基本的な知識の習得
を目的とした宿泊研修を実施する。

《概要》

　「弘前市子どもの祭典」の企画・立案や当日の運営等を行う、弘前市内の中高生で構成される弘前市子ど
もの祭典実行委員会を支援する。

《概要》

　地域少年団体等を育成指導し、少年の健全な成長を図るために、地域少年団体等の求めに応じて弘前市少
年教育指導員を派遣する。

《概要》

　ボーイスカウト弘前地区協議会が行う、指導者の養成や啓発活動等を目的とした活動を支援する。（平成
26年度補助無し）

《概要》

【主な取組】

（中央公民館）

（中央公民館）

◆地域の少年団体等を育成・指導するため、弘前市少年教育指導員を派遣します。

◆子ども会をはじめとする青少年団体等の育成及び支援を行います。

　ガールスカウト弘前地区委員会が行う、指導者の養成や啓発活動等を目的とした活動に係る費用の一部を
補助する。

《概要》

　相馬子ども会育成協議会が行う、相馬地域における青少年の健全育成を目的とした子ども会活動に係る費
用の一部を補助する。

《概要》

　弘前市内の中高生で構成される弘前市子どもの祭典実行委員会が、企画・立案や当時の運営等を行う「弘
前市子どもの祭典」に対する共催負担金。

《概要》

　子ども会参与会と小さな親切運動が主催するカルタ大会を通じて子どもたちの交流と思いやりの心を育て
る活動を支援する。
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施策２　豊かな情操と夢を育む事業の展開

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 「ＪＡＸＡへ行こう！」事業【計画】 生涯学習課 1,233

2 演劇ワークショップ事業【計画】 生涯学習課 50

3 アーティスト体験ワークショップ事業【計画】 生涯学習課 645

4 ブックスタート事業【計画】 弘前図書館 1,863

5 児童劇観劇教室【計画】 生涯学習課 9,905

6 弘前教育活性化プロジェクト（チャレンジコース）【計画】 学校教育改革室 1,768

7 弘前教育活性化プロジェクト（ドリームコース）【計画】 学校教育改革室 440

8 国際理解講座「キッズアジアン」 生涯学習課 1,928

9 ウィークエンド子どもクラブ事業 生涯学習課 5

《概要》

　市内文化芸術団体による体験コーナーを出展し、子どもたちが自由に文化芸術を体験出来るワークショッ
プを実施。

《概要》

【主な取組】

　乳幼児期から読書に親しめる環境をつくるため、ヒロロスクエア「こども絵本の森」で、0歳児の保護者
に絵本を配布するとともに、保護者等のための読み聞かせ講習会を実施

《概要》

　夢探し・夢実現への応援として、学校外における多様なプログラムを実施

《概要》

　夢探しのきっかけづくりのため、市や県にゆかりのある著名人や各界の第一人者を招き講演会を実施

（中央公民館）

《概要》

　市内小学校児童（３年生～６年生）を対象に優れた舞台芸術を鑑賞してもらい、豊かな情操を養う機会を
提供します。（公演数：３日間６ステージ）

《概要》

　参加者がJAXA施設を訪ね、高度な科学技術に触れ、当市出身川口淳一郎教授による講義などから自分の進
路について考える機会を提供します。また、参加者によるワークショップや報告会なども実施し事業の充実
を図ります。

《概要》

　「児童劇観劇教室」（市内小学校対象事業）を鑑賞するとともに、公演に出演している劇団員等による演
技に関する指導、照明、音響等の舞台づくりに関する指導などをワークショップ形式で実施します。

《概要》

　平成23年度から中国・韓国の文化、習慣、言語等を学習してきた子どもたちが学習の成果を活かすため
に、国内に住む両国の同世代の子どもたちとの交流の場を提供。

《概要》

　地域のボランティアの指導と協力のもとに、スポーツ・文化、その他の体験活動を年間を通じて実施。

◆子どもの読書活動の推進に努めます。

◆青少年が心豊かでたくましい人間に成長するよう、多様な体験や学習活動の機会を提供します。

◆子どもの情操を育み、夢の実現を応援する事業の推進に努めます。

【関係事業】

10



10 子どもクラブ事業 生涯学習課 559

11 子ども創作講座 生涯学習課 87

12 地区公民館社会教育事業【計画】(少年教育事業（地区公民館）) 生涯学習課 －

13 子どもの読書活動推進関係事業 弘前図書館 388

14 弘前市・太田市青少年交流事業（隔年） 生涯学習課 －

15 キッズ☆ワールド運営支援 生涯学習課 －

《概要》

　乳幼児から小学校低学年を対象に、各種おはなし会を開催
　小中学生を対象に、読書感想文コンクールを開催

《概要》

《概要》

　夏休みと冬休みに学校ではできないような工作を通じて、挑戦する姿勢やものづくりの楽しさを感じさせ
ようとするもの。

《概要》

　子ども会イベントなどを通じて仲間との交流や自然・地域社会についての理解を深める場を提供する。

（中央公民館）

　弘前市と群馬県太田市の小学４年～中学３年生が相互訪問による交流をし、互いの理解を進め、友情を深
める。

《概要》

　弘前大学のボランティア学生が企画・運営する、小学生のための遊びを通じた社会性や健全な心身の育成
活動を支援する。

《概要》

　子どもラジオ劇団など８つのクラブを運営することにより、子どもたちが異なる学校・年齢集団の中で社
会性を育てるよう促すもの。

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）
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施策の基本方向Ⅱ　学びと育ちの環境の充実
目標１　連携・協働による学びの保障
施策１　学校・家庭・地域が共に支える環境づくり

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 夢実現ひろさき教育創生事業【計画】 学校教育改革室 －

2 弘前教育活性化プロジェクト(保護者対象キャリア講話・進路相談会)【計画】 学校教育改革室 219

3 ひろさき教育創生市民会議【計画】 学校教育改革室 523

4 小中連携教育推進事業【計画】 学校指導課 1,100

5 幼保小連携調査研究事業【計画】 教育センター 78

6 中学校を支援する人材バンク活用事業 生涯学習課 224

7 小・中学校特色ある学校づくり事業 学務健康課 1,918

8 学校評議員制度 学務健康課 2,750

◆親力・保護者力の向上を支援します。

◆小中連携協議会を中心に、学校・家庭・地域が連携・協働した取組を地域事情等に配慮しながら推進できる
　よう支援します。

◆地域の特長と教育力を学校教育に生かすための取組を推進します。

◆学校評議員制度の活用や学校評価の実施などにより、地域住民の声を学校運営に反映させます。

◆幼保小の教員等の合同研修や、連携の在り方についての調査・研究を推進します。

◆発達の段階に応じた系統的、継続的な指導の充実を図り、学校相互の連携を推進します。

【主な取組】

【関係事業】

　弘前市教育振興基本計画に基づき、学校、家庭、地域、行政が一体となって総合的かつ計画的に教育を推
進するために設置

《概要》

　全ての中学校区が実施する小中連携教育を推進する取り組みに対し、各中学校区内の学校数に応じて、そ
の経費を補助

《概要》

　幼児期から児童期への育ちや学びの連続性を確保するため、幼保小の教員・保育士で幼保小調査研究委員
会を組織し、各段階間の連携や円滑な接続の在り方について調査研究

《概要》

　当市の地域社会の歴史的・文化的伝統等の「くくり」の基盤となっている中学校区を単位に、小学校、中
学校、家庭、地域それぞれが「連携・協働」し、社会全体で教育に取組めるような環境づくりを進めるた
め、各種事業を実施

《概要》

　子どもの進路選択を応援する親力・保護者力アップのため、「キャリア講話」、「進路相談会」を実施

《概要》

　学校が保護者や地域住民と意思疎通を図り、学校の自主性・自律性を確立し地域に開かれた学校づくりを
推進していくため、各小・中学校に５人以内の学校評議員を配置

（中央公民館）《概要》

　各地域の優れた技術や技能を有する人を登録した「中学校を支援する人材バンク」を活用して総合学習等
の授業を支援する。

《概要》

　地域の人材を講師として招き、農作物の栽培やねぷた製作などの特色ある学校づくりを推進

《概要》
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9 学校評価 学務健康課 －

10 学校支援ボランティア活動推進関連事業 生涯学習課 400

11 伝統文化学習講座 生涯学習課 309

12 学区まなびぃ講座支援事業（再掲）　《概要はⅢ-2-1に掲載》 生涯学習課 1,223

《概要》

　学校教育法に基づき、教育活動や運営について学校が自ら評価を行う。その結果を保護者や関係者に報告
する。

《概要》

　教員や地域の大人が子どもと向き合う時間を増やし、住民等の学習成果の活用機会の拡充および地域の教
育力の活性化を図るため、地域住民による学校支援活動の充実と一層の活性化を図る。

《概要》

　岩木地区小中学校へ地元の講師を派遣し、クラブ活動や総合的な学習の時間を利用して児童生徒に津軽三
味線や登山囃子など地域の伝統芸能や文化・歴史について学習してもらう。

（中央公民館岩木館）
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施策２　共生社会に向けた教育基盤の確立

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 インクルーシブ教育システム構築事業【計画】 学校教育改革室 18,687

2 特別支援教育支援員配置事業【計画】 学務健康課 22,000

3 教育講演会【計画】 教育センター 116

4 特別支援学級等授業訪問【計画】 教育センター 15

5 緊急的学習支援員配置事業 学務健康課 875

6 教育支援委員会 教育センター 9,314

7 就学指導の手引き作成事業 教育センター 59

8 特別支援教育総合研修会兼特別支援教育コーディネーター養成研修会 教育センター 55

◆国の補助事業等を活用しながら、ＩＣＴ機器の導入、学びの協力員の配置、教員に対する研修等、学校の
　環境整備を進めます。

◆全ての子どもが一人一人の教育的ニーズに適した学習環境で学ぶことができるよう、相談支援を行います。

◆特別支援教育に関する研修会を実施します。

◆関係機関と連携し、配慮を必要とする子どもの支援体制の構築を図ります。

　特別支援教育コーディネーターとして必要な知識等の習得や、教員としての資質向上、各校における特別
支援体制の充実を図るため、特別支援教育について幅広く研修を行う取組を実施

【主な取組】

【関係事業】

　教育支援委員会の事業内容や就学指導の参考となる諸事項を記し、運営の指針として活用するため、市内
小・中学校、教育支援委員会・専門員、関係機関に配布する取組を実施

《概要》

《概要》

　特別な配慮を要する児童生徒が突発的に発生した小・中学校に対して、支援を行うための学習支援員を配
置

《概要》

　就学児及び市内小・中学校等に在籍している特別な教育的ニーズのある幼児・児童・生徒について適正な
教育措置を講じるために調査及び審議並びに教育相談を行う取組を実施

《概要》

《概要》

　障がいのある子どももない子どももできるだけ一緒に学習することができる教育環境の整備を推進するた
め、学びの協力員を配置するとともに、ＩＣＴ機器の活用により合理的配慮の実践的研究を実施

《概要》

　多動傾向や要介護など障がいのある児童生徒に対し、学校生活上の補助や学習活動上の支援などを行うた
め、特別支援教育支援員を配置

《概要》

　今日的教育課題（特別支援教育に関する内容）について、専門的知識を有する講師を招聘して講演会を開
催することで、教職員の資質向上を図るとともに、保護者や一般市民に対し、学校との連携や教育への理解
を深める取組を実施

《概要》

　特別支援学級及び通級指導教室の授業を特別支援教育担当指導主事が参観し、授業について担任等との
ディスカッションを行うことにより、特別な支援を必要とする児童生徒に対する指導について特別支援学級
及び通級指導教室担当者が研修する機会を確保し、よりよい指導のあり方について研修を行う取組を実施

◆特別支援教育支援員を配置するなど、指導体制の充実を図ります。
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9 特別支援学級等経営要覧作成事業 教育センター 54

10 教育支援委員会専門員研修会 教育センター －

11 外国人児童生徒,帰国子女に対する日本語指導支援事業 教育センター 2,105

《概要》

　本市の幼・小・中学校特別支援学級及び通級指導教室の概要及び特別支援コーディネーター一覧等を掲載
し、指導資料として活用する取組を実施

《概要》

　専門員の資質向上を図るとともに、教育支援委員会の円滑な運営に資するため、弘前市教育支援委員会専
門員が作成する関係書類について研修を行う取組を実施

《概要》

　外国人児童生徒や帰国子女が安心した学校生活を送るための環境づくりとして、日本語指導支援員を配置
する取組を実施
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目標２　教員の資質の向上
施策１　指導力を高め、自己目標を実現する教員の育成

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 弘前教育活性化プロジェクト（専門家チーム派遣）【計画】 教育センター 331

2 各種研修講座【計画】 教育センター 237

3 初任者研修「ふるさとの教育研修」【計画】 学校指導課 12

4 校内研修講師派遣事業 学校指導課 150

5 造形教育調査研究事業 学校指導課 134

6 学校体育関係各種研修会（再掲）　《概要はⅠ-1-2に掲載》 学校指導課 26

7 教育ノート作成（再掲）　《概要はⅡ-2-2に掲載》 学校指導課 60

8 造形教育調査研究委員会（再掲）　《概要はⅡ-2-2に掲載》 教育センター 52

◆教員の資質や実践的指導力向上のため、各教科等の研修の充実を図ります。

◆外部講師を活用した校内研修を支援します。

◆教職員の人材育成・評価制度の活用を図ります。

【主な取組】

【関係事業】

《概要》

　教員の資質向上及び意識改革を図るため、大学教授・指導主事等が連携し、授業改善指導や支援、相談に
対応する取組を実施

《概要》

　教育委員会「教職員研修体系」を基に、適切な研修内容と機会を提供することで、教員の資質向上に努め
る取組を実施

《概要》

　ふるさとに根ざした教育の大切さを知るとともに、教員としての使命感を養い、幅広い知見を得させ、実
践的指導力と資質の向上を図るための研修を行う取組を実施

《概要》

　教育活動の活性化・効率化及び教員の資質向上を目的とした幼・小・中学校（園）校内研修会講師への謝
金を補助

《概要》

　児童生徒の図画工作・美術作品等の審査、展示等を通して、造形教育の質的向上と教員の資質向上を図る
と共に、小中美術展開催・運営を通して児童生徒による造形活動への一般市民の理解を深める取組を実施
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施策２　教育課題の解決を目指す研究活動の推進

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 研究指定校研究委託事業【計画】 学校指導課 1,120

2 学校運営研修会【計画】 学校指導課 105

3 弘前教育活性化プロジェクト（学校活性化推進事業）【計画】 学校教育改革室 400

4 学校運営夏期研修会 学校指導課 9

5 研修集録作成 学校指導課 234

6 弘前地区小学校教育研究協議会補助金、弘前地区中学校教育研究会補助金 学校指導課 487

7 教育ノート作成 学校指導課 60

8 造形教育調査研究委員会 教育センター 52

◆今日的な教育課題や学校運営について、課題解決のための具体的研修や意見交換など組織的な取組に向け
　た研修を実施します。

◆教育課題をテーマとした研究校を指定し、実践的な研究の取組を支援します。

《概要》

　小学校図画工作・中学校美術の指導や連携の在り方について調査、実践研究を進め、成果報告書を通して
情報提供し、小中連携による本市造形教育の充実を図る取組を実施

　学校教育の資的向上と振興のため学校運営の中核となっている教員を対象に、教育施策の動向や今日的な
教育課題についての研修を実施

《概要》

　研究指定校の研究成果、市教委主催研修会の記録を掲載し、教職員に配布することにより、集録の活用を
通して本学校教育の資的向上を図る

《概要》

　弘前地区小学校教育研究協議会、中学校教育研究会が実施する研修事業に要する経費を補助することによ
り、指導内容の資的向上を図る

《概要》

　本市の教育方針・重点事項に即した指導広報・情報交換紙として、本市教育の充実発展に資するため、作
成・配布する取組を実施

【主な取組】

【関係事業】

《概要》

《概要》

　学校教育の充実を図るために、学校内の教員グループが今日的なテーマを自主的に調査研究するために要
する経費に対し補助

《概要》

　今日の重要な教育課題や学校運営の在り方について研修し、教員の資質向上を図り、課題解決に組織的に
取り組み、創意工夫と活力に満ちた学校運営を図るため、第一線の研究者や専門家を講師として招き研修会
を行う取組を実施

《概要》

　学校教育における課題を解明し、その成果を本市教育の向上に資するために希望する市内小・中学校に研
究団体（会）を指定し、研究を委託

◆各教科等の研究を行う小学校教育研究協議会及び中学校教育研究会を支援します。
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目標３　良好な教育環境の確保
施策１　安全・安心な学びの環境の整備

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 小・中学校防犯対策事業【計画】 学校企画課 35,700

2 小・中学校耐震化事業【計画】 学校企画課 124,200

3 裾野小学校新築事業【計画】 学校企画課 371,001

4 自得小学校屋内運動場改築事業 学校企画課 17,925

5 三和小学校校舎改築事業 学校企画課 10,160

7 緊急メールシステム 学務健康課 610

8 高杉小学校改築事業 学校企画課 156,320

9 文京小学校改築事業 学校企画課 183,821

11 小・中学校屋根改修事業 学校企画課 150,895

◆小・中学校施設の耐震化を早急に進めます。

◆教育環境に適した施設整備に取り組みます。

◆学校施設の維持管理に努め、施設の長寿命化に取り組みます。

◆学校・家庭・地域・関係機関が連携した安全な環境の確保に努めます。

《概要》

　学校における安全対策の徹底を図るため、市立小中学校に防犯カメラを設置し、不審者の学校敷地内への
侵入を防止

《概要》

　非構造部材（屋内運動場の吊り天井等）の耐震点検調査及び耐震化工事を実施

《概要》

　修斉小学校及び草薙小学校の耐震・老朽化対策及び複式学級解消のために、統合校裾野小学校を新築

《概要》

　耐震化対策として屋内運動場を改築

《概要》

　耐震化対策として校舎の一部を改築

《概要》

　災害発生時の対応や不審者情報など、保護者等への緊急連絡の手段として、メール配信システムを運用

《概要》

　耐震・老朽化対策による校舎及び屋内運動場の改築に伴い、屋外運動場及び屋外環境を整備

《概要》

　耐震・老朽化対策による校舎及び屋内運動場の改築に伴い、屋外運動場及び屋外環境を整備

《概要》

　経年により老朽化している校舎及び屋内運動場の屋根を改修

【主な取組】

【関係事業】
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施策２　学習意欲を引き出す学びの環境の確保

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 小学校少人数学級拡充事業【計画・重点】 学務健康課 52,873

2 私立高等学校教育振興費補助事業【計画】 教育政策課 5,075

3 弘前市立小・中学校の教育改革に関する基本方針策定事業【計画】 学校教育改革室 902

4 私立幼稚園教材費補助事業【計画】 学務健康課 5,635

5 東目屋・西目屋児童生徒等交流推進事業 学校企画課 100

6 裾野小学校開校準備事業 学校企画課 1,748

7 小・中学校図書整備事業 学務健康課 23,165

8 小・中学校理科教育設備整備事業 学務健康課 11,200

9 小・中学校特別支援教育設備整備事業 学務健康課 1,450

◆教育環境の在り方について様々な側面から検討し、より質の高い学びの環境の確保に努めます。

◆学習意欲を引き出すため、教材や教具の効果的活用を図ります。

◆私立幼稚園の教育環境の整備に努めます。

◆私立高等学校における教育設備の整備に対する支援に取り組みます。

◆きめ細かな指導ができるよう、少人数学級や少人数指導に取り組みます。

◆学校事務の効率化・適正化を図り、教職員の負担軽減に努めます。

《概要》

　平成27年度からの西目屋村との中学校教育事務委託に向けて、東目屋・西目屋児童生徒等交流推進協議会
の計画に基づく交流事業を実施

《概要》

《概要》

　県事業により実施している小学校１年生から３年生までの少人数学級編成「あおもりっ子育みプラン２
１」を４年生から６年生まで市の単独事業で実施

《概要》

　私立学校教育の振興を図るため、市内の私立高等学校の施設の整備（備品購入費）に要する経費に対し補
助

《概要》

　現行の弘前市小・中学校規模適正化基本方針を改め、様々な側面から検討し直したうえで、新基本方針
「弘前市立小中学校の教育改革に関する基本方針」を策定する

《概要》

　私立幼稚園の教材等の購入に要する経費に対し補助

　平成28年4月の裾野小学校開校に向けて、修斉小学校及び草薙小学校の事前交流を実施するほか、新校
章・新校歌を策定

《概要》

　学校図書館図書の蔵書を充実させるための計画的な図書購入

《概要》

　理科教育振興法に基づく国庫補助により、各小・中学校の理科・数学の実験器具などの教材を購入

《概要》

　特別支援学級の新設・増設に際し、障害の種類に対応した教育を実施するうえで必要な設備を整備

【主な取組】

【関係事業】
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10 小・中学校教材整備事業 学務健康課 16,577

11 教職員の多忙化対策（学校事務の効率化）事業 学校企画課 －

　より充実した授業を行うことができる環境をつくるため、小・中学校の教材・教具を整備

《概要》

　市立全小中学校で中学校区を中心とした連携グループを組織し、学校事務の学校間連携の取組を通じて事
務処理の統一化や効率化を進め、教職員の事務負担を軽減

《概要》
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施策３　就学等の支援

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 学用品再利用推進業務委託事業【計画】 学務健康課 309

2 小・中学校就学援助費補助【計画・重点】 学務健康課 97,799

3 小・中学校特別支援教育就学奨励費補助【計画】 学務健康課 7,047

4 奨学金貸付事業 教育政策課 10,896

5 入学準備金貸付事業 学務健康課 946

6 就園奨励費 学務健康課 67,760

7 小・中学校通学費補助 学務健康課 10,733

8 給食扶助 学務健康課 93,135

9 医療扶助 学務健康課 1,925

10 相馬小学校スクールバス運行及び車両運行管理業務 学務健康課 5,274

　経済的理由による義務教育の格差を解消するため、準要保護と認定される児童生徒の保護者及び被災によ
り就学が困難となった児童生徒の保護者等に給食扶助費を支給

《概要》

　経済的理由による義務教育の格差を解消するため、準要保護と認定される児童生徒の保護者及び被災より
就学が困難となった児童生徒の保護者等に歯科治療費を支給

《概要》

　藍内・沢田地区から相馬小学校に通学する児童の安全を確保するためのスクールバスの運行・管理

《概要》

　経済的な理由により修学が困難な者に対し、奨学金を貸与

《概要》

　経済的理由によって就学困難と認められる小・中学校の新１年生となる児童生徒の保護者等に対して、学
用品等の購入のための入学準備金を貸付

《概要》

　私立幼稚園が、就園する園児の保護者に対し、入園料及び保育料を所得に応じて軽減する場合、その軽減
分を幼稚園の設置者に対し補助

《概要》

　小・中学校に就学する児童生徒の通学に要する経費に対し補助

《概要》

《概要》

　保護者の学用品購入に要する経費の負担軽減を図るため、スキー用具などの学用品の再利用を推進

《概要》

　準要保護と認定される児童生徒の保護者及び東日本大震災により就学が困難となった児童生徒の保護者等
に対し、児童生徒の学用品費等に必要な経費について助成（要保護児童生徒については、修学旅行費を助
成）

《概要》

　弘前市の小・中学校の特別支援学教育を受ける児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、就学に要
する経費の一部を補助

【主な取組】

【関係事業】

◆スクールバスの運行や通学に係る費用の補助等により、遠距離通学の不便を解消します。

◆私立幼稚園が行う就園奨励事業を推進します。

◆就学費用の扶助や奨学金の貸付等を行い、経済的に就学等が困難な世帯を支援します。

21



11 東目屋小学校及び東目屋中学校児童生徒スキー学習に係るバス運行委託事業 学務健康課 1,350

12 弥生地区児童に係るスクールバス運行委託事業 学務健康課 4,520

《概要》

　東目屋スキー場の廃止に伴い、東目屋小・中学校のスキー学習時にそうまロマントピアスキー場等へバス
で送迎する

《概要》

　船沢小学校と弥生小学校の統合により、遠距離通学となる弥生地区児童の通学手段を確保するため、ス
クールバスを運行
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施策の基本方向Ⅲ　学び合い支え合う生涯学習活動の推進
目標１　生涯学習の基盤整備と充実
施策１　生涯学習推進体制の充実

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 社会教育関係職員等研修事業【計画】 生涯学習課 208

2 弘前市連合婦人会事業費補助金【計画】 生涯学習課 640

3 弘前市連合父母と教師の会事業費補助金【計画】 生涯学習課 712

4 弘前市学校管理下外親子安全保険事業費補助金【計画】 生涯学習課 3,700

5 弘前市化学への招待事業費補助金 生涯学習課 30

6 弘前地区小学校文化連盟事業費補助金 生涯学習課 333

7 弘前地区中学校文化連盟事業費補助金 生涯学習課 328

8 弘前市小・中学校文化連盟大会派遣事業費補助金 生涯学習課 2,000

《概要》

　弘前市連合父母と教師の会が行う、児童・生徒の教育環境の整備と教育問題の啓発等を目的とした各種活
動に係る費用の一部を補助する。

《概要》

　弘前市連合父母と教師の会が行う、児童・生徒の学校管理下外における不慮の事故、ＰＴＡ活動における
会員の事故への補償給付を目的とした青森県ＰＴＡ安全互助会に加入するのに必要な会費の一部を補助す
る。

《概要》

　日本化学会東北支部弘前地区支部が開催する、中学生・高校生及び一般市民に化学への関心を深めてもら
うことを目的とした「化学への招待」事業に係る費用の一部を補助する。

《概要》

◆社会教育関係職員の資質向上のため、計画的な研修に努めます。

◆生涯学習推進の基礎となる学習情報の収集と活用に努めます。

◆各種助成制度の活用等により社会教育関係団体等を支援します。

◆小・中学校の芸術文化活動に対する助成や、県・東北及び全国大会等出場への支援をします。

　弘前地区小学校文化連盟が行う各種文化活動に係る費用の一部を補助する。

《概要》

　弘前地区中学校文化連盟が行う各種文化活動に係る費用の一部を補助する。

《概要》

　弘前地区小学校文化連盟及び弘前地区中学校文化連盟を通じて、県大会、東北大会及び全国大会に出場す
るための経費の一部を補助する。

【主な取組】

【関係事業】

《概要》

　社会教育関係職員の資質向上のため、計画的な研修を実施

《概要》

　弘前市連合婦人会が年間を通じて行う、女性の社会参加を目的をした各種活動に係る費用の一部を補助す
る。
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施策２　社会教育施設等の整備と効果的な運営

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 弘前市総合学習センター管理事業【計画】 生涯学習課 61,755

2 公民館施設整備事業【計画】 生涯学習課 5,934

3 中央公民館岩木館管理運営事業【計画】 生涯学習課 17,832

4 中央公民館相馬館管理運営事業【計画】 生涯学習課 2,704

5 図書館運営事業【計画】 弘前図書館 186,835

6 博物館管理運営事業【計画】 博物館 94,708

7 農村環境改善センター施設整備事業 生涯学習課 2,400

8 農村環境改善センター管理事業 生涯学習課 1,469

9 弘前市総合学習センター施設整備事業 生涯学習課 1,643

12 中央公民館岩木館整備事業 生涯学習課 391

（中央公民館）

（中央公民館岩木館）

（中央公民館相馬館）

◆市民が利用しやすい管理運営に努めます。

◆社会教育施設への指定管理者制度の導入について検討を行います。

　利用者が快適に研修・会議を行い、その成果をそれぞれに発揮できるよう利用手続きの円滑化に努めると
ともに、安全な公民館施設環境を維持管理する。

《概要》

　生涯学習の活動拠点である各施設について、市民が利用しやすく効果的な管理運営に努める。

《概要》

　生涯学習を推進する施設として、市民の多様化・高度化する文化的需要にも対応できる資料の収集と提供
に努め、市民の身近な図書館の運営を実施

《概要》

　平成７年建設。平成23年度より指定管理者制度導入し、指定管理者による管理運営・貸館業務を行ってい
る。施設を適切に保守管理することにより、市民が快適に利用できるようにする。

《概要》

　市民の学びの場である公民館が快適に利用できるよう施設・設備の劣化・破損を整備するもの。

《概要》

◆生涯学習の活動拠点である各施設・設備及び資料を計画的に整備します。

（中央公民館岩木館）

　①排煙オペレーター交換工事　②ブラインド補修工事　③正面玄関床補修工事　等

《概要》

　築30年を経過し老朽化している箇所を計画的に整備し、利用者が安心して使用できる施設環境整備に努
め、利用促進を図る。

《概要》

　子供たちや市民、観光客が歴史・文化・芸術に関心をもち、郷土の文化への理解を深めるため、美術工芸
品や歴史資料等の鑑賞機会を提供するとともに、施設の適正な維持管理を行う。

《概要》

　①シロアリ調査・駆除業務委託料　②正面玄関入口タイル補修工事　③プール漏水補修工事　④施設修繕
料

《概要》

　昭和53年建設。市民が快適に利用できるよう努めるとともに、安全な施設環境を維持管理する。

《概要》

【主な取組】

【関係事業】
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13 相馬ふれあい館管理運営事業 生涯学習課 933

14 相馬ふれあい館整備事業 生涯学習課 137,800

15 追手門広場維持管理事業 弘前図書館 103,673

16 郷土文学館運営事業 郷土文学館 17,617

17 鳴海要記念陶房館運営事業 博物館 5,507

《概要》

　りんご釉陶芸家である故鳴海要氏の工房保全と作品公開並びに地域に開かれた文化芸術創造の空間として
の活用を図るため、サークルや個人向けミニギャラリーなどの開催とともに、喫茶コーナーを開設する。

（中央公民館相馬館）

（中央公民館相馬館）

《概要》
　追手門広場内にある各種設備などの維持管理を実施

《概要》

《概要》

　生涯学習の活動拠点である本施設について、市民が利用しやすく効果的な管理運営に努める。

　郷土出身の作家や郷土にゆかりのある作家に関する資料を広く公開展示し、市民の文学に対する関心と理
解を高めるとともに、地域文化の発展をめざす社会教育施設の運営を実施

《概要》

　和室等の洋室への改修、トイレ拡張改修、旧プール・講堂等の解体、駐車場等外構整備を実施
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施策の基本方向Ⅲ　学び合い支え合う生涯学習活動の推進
目標２　学習機会の充実とコミュニティづくりの推進
施策１　生涯学習社会を目指す多様な学習機会の創出と提供

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 市民講座事業（中央公民館）【計画】 生涯学習課 163

2 イクメン講座事業【計画・重点】 生涯学習課 14

3 地区公民館社会教育事業【計画】 生涯学習課 5,168

4 学区まなびぃ講座支援事業【計画】 生涯学習課 1,223

5 弘前大学との地域づくり連携事業【計画・重点】 生涯学習課 587

6 プラネタリウム事業 生涯学習課 6,351

7 青年の学習活動活性化事業 生涯学習課 58

8 成人教育事業 生涯学習課 102

9 各種講習会（図書館） 弘前図書館 141

◆市民の学習ニーズに応じた各種講座や展覧会、展示企画等を通じて市民の学習機会の充実に努めます。

◆広報等を活用し、多様な学習情報を市民に提供します。

◆大学と連携した地域づくり事業に取り組みます。

◆地域・公民館・学校と連携し、地域に根ざした教育活動を展開します。

◆家庭教育を支援するため、関係機関と連携し、学習機会や各種情報の提供に努めます。

《概要》

　青年の自立を促すこと、及び職業・年齢などを超えた交流と仲間づくりの実現を目指す。

《概要》

　年齢ステージに応じた多様な学習機会を提供し、社会的能力を養うとともにこれを広く社会に生かし、生
きがいを持つきっかけとしてもらう。

【主な取組】

【関係事業】

《概要》

　子育てや家族について理解を深め、協力して子育てする楽しさを知ってもらうとともに役割を学習する機
会を提供することにより男性の育児参加を促す。

《概要》

　地区公民館でさまざまな講座や教室を主催することにより、地域住民の学びを深めるとともに地域社会の
つながりを強くする。

《概要》

　市街地中心部で、地域の拠点である小学校を会場に、地域住民の主導によりさまざまな学びの機会を創出
してもらい、学びを深めるとともに地域の活力を高める。

《概要》

　公民館を仲立ちとして弘前大学と住民が連携してさまざまな学びを創出し、地域づくりや人材育成を図
る。

《概要》

《概要》

　図書館の資料を活用したり、読み聞かせの技術を習得するなど一般向けの講習会や、親子で参加できる講
習会を開催

《概要》

　多様化する現代社会の問題を学び、課題解決の方策を学ぶほか国際感覚を育て、次の学びへつなげる。

　津軽地域で唯一のプラネタリウムによるプラネタリウム観覧や学校教育でのプラネタリウム活用を通じ
て、天文に関する知識を楽しみながら学び、宇宙やサイエンスへの興味・関心を高め、学びを促す。

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）
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10 主催講座事業 生涯学習課 196

11 福寿大学 生涯学習課 87

12 万年青大学 生涯学習課 385

13 ふるさと青少年教育事業 生涯学習課 164

14 子育てサロン「岩木ぴよぴよひろば」 生涯学習課 74

15 家庭教育ミニセミナー（中央公民館岩木館） 生涯学習課 10

16 成人式事業 生涯学習課 3,039

17 紙漉き体験事業 生涯学習課 52

18 中学校を支援する人材バンク活用事業（再掲）　《概要はⅡ-1-1に掲載》 生涯学習課 224

19 キッズネットクラス運営支援（再掲）　《概要はⅢ-2-2に掲載》 生涯学習課 －

20 公民館クラブ活動支援（地区公民館）（再掲）　《概要はⅢ-2-2に掲載》 生涯学習課 －

《概要》

　岩木地区の小学校と連携し入学予定児童の就学時健康診断時やＰＴＡ教養講座などの機会を活用して保護
者を対象に家庭教育に関する学習会を開催する。

《概要》

　成人式と成人祭を開催し、新成人を祝福するとともに、成人としての自覚と社会人としての意識の高揚を
図る。

　相馬地区住民の学習ニーズや地域の実情に応じた講座を開催し、地域に方々が気軽に学びながら心を熟す
姿を目指す。【やすらぎ館セミナー相馬熟(ｺｺｼﾞｭｸ）】

《概要》

　65歳以上の高齢者に多様な学習機会を提供し、また移動学習を通してその世代に相応しい社会的能力を養
い、交流を深める。

《概要》

　岩木地区に居住する60歳以上の市民が、クラブ活動や移動学習会など年間の学習を通して健康保持と教養
を高め、生きがいのある充実した生活を過ごしてもらう。

《概要》

　岩木地区に居住する児童を対象に、学校休業日を利用した教養講座や映画鑑賞会、体験講座や移動学習な
どに参加する機会を提供しながら遊びや学びなどを通して子どもたちの生きる力を育む。

《概要》

《概要》

　岩木地区に居住する未就学児とその保護者を対象に、親子の健康や育児に関する情報交流の機会と場を提
供する。

（中央公民館相馬館）

（中央公民館相馬館）

（中央公民館岩木館）

（中央公民館岩木館）

（中央公民館岩木館）

（中央公民館岩木館）

《概要》

　相馬地区紙漉沢に伝承されている紙漉きの技術を体験しながら、和紙の手づくりの楽しさを学ぶととも
に、郷土の歴史に関心と理解を深める。

（中央公民館相馬館）
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施策２　市民の自主的な学習活動の支援と協働によるコミュニティづくり

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 キッズネットクラス運営支援【計画】 生涯学習課 －

2 ピュアフレンズ支援事業【計画】 生涯学習課 －

3 文化センターフェスティバル支援事業【計画】 生涯学習課 124

4 公民館まつり（地区公民館）【計画】 生涯学習課 391

5 公民館クラブ活動支援（地区公民館）【計画】 生涯学習課 －

6 相馬地区文化祭 生涯学習課 269

7 文化グループの支援・育成事業 生涯学習課 －

8 青年サークル活動の支援・育成事業 生涯学習課 －

9 岩木地区レクリエーション大会補助金 生涯学習課 480

【主な取組】

【関係事業】

　青年の交流の輪を広げ、さまざまな分野にわたって社会参加を促すために、青年の自主的な学習活動を支
援する。

《概要》

　未就学児を持つ子育て中の親が抱える不安や閉塞感の解消、そして親同士・地域住民との情報交換やネッ
トワークづくりを、集団での遊びを通じて築くことを支援する。

《概要》

　知的障がいを持つ青年と学習活動を補助するボランティアによる生涯習機会として実施。教養を高めると
ともに日常生活環境への適応、知的障がい者相互の親睦を図る。

《概要》

　弘前文化センターで活動しているグループの活動成果を発表する場を提供し、活動の活性化を図るととも
に、一般市民に活動への理解を深めてもらうこと及び生涯学習のきっかけとしてもらう。

◆公民館の各種事業等を通して地域のコミュニティづくりに努めます。

◆市民のボランティア活動を支援し、自己実現と社会貢献の啓発に努めます。

◆地域における市民の自主的な学習活動や文化活動を支援します。

《概要》

　岩木地区の町会やスポーツ団体等の委員で構成される大会運営委員会が事業主体となり実施するレクリ
エーション大会に対し補助金を交付する。

《概要》

　地域住民が集い、一年を通じて達成したさまざまな活動成果を共有することにより、さらなる学びに向か
う動機付けとなるとともに住民同士の交流を深める。

《概要》

　地域住民の自主的な学習活動を支援することにより、学びを深めるとともに学びを社会に還元するための
機会となるよう支援する。

《概要》

　相馬地区の伝統芸能や文化に親しみながら参加体験をするとともに、郷土を愛する心や誇りの保持と地域
の活性化を図る。

《概要》

　公民館講座を通じて生まれた市民の自主的な学習活動を支援することにより、学びを深めるとともに学び
を社会に還元するための機会となるよう支援する。

《概要》

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館岩木館）

（中央公民館相馬館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）

（中央公民館）
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10 ねっとワーク・いわき関連事業 生涯学習課 121

11 花いっぱい運動 生涯学習課 130

12 ボランティア活動支援・協働事業（図書館） 弘前図書館 22

13 子ども会活動推進事業（再掲）　《概要はⅠ-3-1に掲載》 生涯学習課 300

14 キッズ☆ワールド運営支援（再掲）　《概要はⅠ-3-2に掲載》 生涯学習課 －

15 地区公民館社会教育事業（再掲）　《概要はⅢ-2-1に掲載》 生涯学習課 5,168

　育苗講習会や花壇コンクールを通して岩木地区の各町会が花植えをし奉仕する心や地域の連携協力、環境
美化の推進を図る。

《概要》

　おはなし会ボランティア、閲覧室ボランティアの駐車場使用料を負担

《概要》

　岩木地区町会及び町会公民館との連携及び情報共有を図るため、情報紙「ねっとワーク・いわき」の発行
や担当者連絡会議を開催する。

《概要》

（中央公民館岩木館）

（中央公民館岩木館）
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施策の基本方向Ⅳ　郷土弘前を愛し、自然や歴史・文化財を守る心の醸成
目標１　文化財の保存と整備
施策１　文化財の保存と管理

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 重要文化財等修理事業補助【計画】 文化財課 13,412

2 指定文化財管理事業補助【計画】 文化財課 571

3 伝統的建造物群保存地区修理修景事業補助【計画】 文化財課 3,653

4 仲町伝統的建造物群保存地区樹木保存事業補助 文化財課 135

5 公開武家住宅整備事業 文化財課 8,646

6 市内遺跡発掘調査事業 文化財課 5,000

7 広域環状道路整備発掘調査事業 文化財課 17,000

8 建造物調査事業 文化財課 100

【主な取組】

◆建造物は、活用方針を定めながら、保存修理を実施します。

◆埋蔵文化財は、必要に応じて発掘調査を実施し、調査結果を広く周知します。

◆伝統的建造物群保存地区は、保存計画を見直し、整備の促進を図ります。

◆未指定古建築物は、図面作成などにより記録保存を図ります。

《概要》

　重要文化財建造物の修理や防災設備等の設置・更新等に要する経費に対し補助する。

《概要》

　重要文化財建造物の通常の維持管理に必要な防災設備の保守点検や除排雪経費等について、県に準じて経
費の一部を補助する。

《概要》

《概要》

【関係事業】

　仲町伝統的建造物群保存地区内の建造物等の修理・修景に要する経費に対し補助する。

《概要》

　仲町伝統的建造物群保存地区内の樹木保護のため、害虫防除に要する経費の一部に対し補助する。

《概要》

　仲町伝統的建造物群保存地区内の公開武家住宅（4棟）の老朽箇所を修理する。
　（旧梅田家住宅修理､公開武家住宅サワラ生垣等修理、公開武家住宅防火設備修理）

　開発による遺跡への影響の有無や記録保存を図るため、試掘調査及び詳細分布調査等を実施する。

《概要》

　油伝(2)遺跡発掘調査、出土遺物保存修理等を行う。
　事業期間：平成18～28年度（油伝(2)遺跡発掘調査：平成24～28年度）

《概要》

　文化財指定の事前調査、解体前の記録保存として建造物調査を実施する。
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施策２　文化財の整備の推進

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 史跡津軽氏城跡堀越城跡整備事業【計画】 文化財課 148,705

2 津軽歴史文化資料展示施設整備事業【計画】 文化財課 151,060

3 瑞楽園管理事業 文化財課 10,349

4 太宰治まなびの家事業 文化財課 3,701

5 旧市立図書館管理事業 文化財課 618

6 文化財施設公開事業【計画】（再掲）　《概要はⅣ-2-1に掲載》 文化財課 721

《概要》

【主な取組】

◆史跡は、整備計画に基づき整備を促進します。

◆津軽に残る貴重な歴史・文化資料の展示施設の整備を図ります。

《概要》

　本丸・二之丸・三之丸・外構整備、旧石戸谷家住宅復元を実施する（整備面積：82,000㎡）。
　26年度は二之丸・三之丸西地区整備等。事業期間：平成21～31年度

《概要》

　実施設計、用地測量、立木伐採・除根、土地購入、移転補償、施設用地造成工事を実施する。

《概要》

　旧藤田家住宅（太宰治まなびの家）を指定管理業務等により管理する。

《概要》

　直営体制により、旧弘前市立図書館を公開活用と併せて管理する。

【関係事業】

　国指定名勝瑞楽園及び中別所板碑群の維持管理を行う。
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目標２　文化財の公開活用と伝承
施策１　文化財情報の公開・発信の充実

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 文化財施設公開事業【計画】 文化財課 721

2 世界遺産登録推進事業【計画】 文化財課 517

3 史跡等公開活用事業【計画】（再掲）　《概要はⅣ-2-2に掲載》 文化財課 4,540

4 大森勝山遺跡公開活用事業【計画】（再掲）　《概要はⅣ-2-2に掲載》 文化財課 3,110

5 博物館管理運営事業【計画】（再掲）　《概要はⅢ-1-2に掲載》 博物館 94,708

◆未公開の文化財で公開が困難な場合は画像等により紹介します。

◆埋蔵文化財である出土品は、適正な保存・管理を図るとともに積極的に活用します。

◆市所蔵の文化遺産を積極的に公開するため、資料の調査・研究を進めたうえで博物館常設展・企画展の
　充実を図ります。

◆市街図を利用して文化財マップを作成し、市民や観光客への活用を図ります。

【主な取組】

◆文化財に関する説明及び案内板を計画的かつ効果的に設置します。

◆冊子や市のホームページ等で文化財を積極的に紹介します。

◆文化財修理現場・発掘調査現場を公開します。

◆文化財講座を実施します。

【関係事業】

《概要》

　公開武家住宅におけるイベントを実施する。

《概要》

　史跡大森勝山遺跡を含めた「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録を目指した活動を実施する縄
文遺跡群世界遺産登録推進本部へ、負担金を交付する。
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施策２　文化財を活用した学習等の充実

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 史跡等公開活用事業【計画】 文化財課 4,540

2 大森勝山遺跡公開活用事業【計画】 文化財課 3,110

3 わがまちの歴史と文化探訪・紹介マップ事業【計画】 文化財課 －

施策３　地域に根ざした文化遺産の保存と伝承

No. 平成26年度事業 担当課 事業費(千円)

1 津軽塗技術保存伝承事業【計画】 文化財課 100

2 無形民俗文化財用具修理事業補助【計画】 文化財課 252

3 民俗文化財指定文化財候補団体補助事業【計画】 文化財課 60

4 大石武学流庭園調査・活用事業 文化財課 809

《概要》

◆教員の研究会・研修会へ講師を派遣します。

◆文化財教材の情報を発信します。

◆民俗文化財の記録保存と、保存・伝承を支援します。

◆美術工芸品など未指定の文化財は、所在調査を実施し実態を把握します。

◆津軽の古い漆塗りの復元を行い、技術の伝承を行います。

◆興味と理解を促す教材資料を作成して、活用を図ります。

◆遠足等野外活動の機会を利用し、文化財に触れる体験を積極的に提供します。

◆学校へ文化財体験学習等を働き掛け、解説等で支援します。

◆子どもたちのための、文化財講座を開催します。

【関係事業】

【主な取組】

【主な取組】

　大森勝山遺跡世界遺産登録に向けて、地域の盛り上がりを高めるため、ちびっ子縄文講座、遺跡保存活用
イベント等を開催する。

《概要》

　小・中学校が自校の学区内を探索し、文化財等について調査をし、その結果を展示・公開し、さらには、
報告会を実施する。

【関係事業】

《概要》

《概要》

　小・中学校及び市民を対象に遺跡見学会、石垣シンポジウムなどを実施するほか、出前授業用として土偶
のレプリカを作製する。

　市内に点在する大石武学流庭園の調査を実施し、平川市「盛美園」、黒石市「金平成園」など広域での観
光資源としての活用を検討する。

　津軽塗技術の保存伝承のため、漆採取、技術育成研修に要する経費に対し補助する。

《概要》

　無形文化財の保存・振興を図るため、県及び市の指定無形民俗文化財用具修理に要する経費に対し補助す
る。

《概要》

　無形文化財指定を受ける可能性のある団体の保存育成に係る経費に対し補助する。

《概要》
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